
技術的方策

里地里山の保全・活用の取組における課題と技術的方策等

分類 計画策定／保護・保全

手法名 ダム湖の生態系に着目した産官学民連携による生物多様性保全計画策定

主体 山口県宇部市

背景(地域の課題）

　都市近郊の里地里山保全・活用を促進していくためには、都市部住民や企業との
連携協働が重要である。そのためには、産官学民がそれぞれ連携して取り組める計
画策定が大切である。また、策定段階においても着実に計画を実行に移していくプロ
セスを一体的に作り出すことが求められている。

手法／方策の詳細

　宇部市は工業都市である一方、北部の山間地に位置するダム湖「小野湖」周辺には昔なが
らの里地里山の田園風景と豊かな生態系が残っている。こうした地域の里地里山と生物多様
性を保全し活用を促していくためには、都市部住民も含めた関心の高まりと取り組みへの参加
が不可欠である。
　宇部市は、かつてばい塵公害に対して、産官学民が連携し情報を共有し、信頼関係を築きな
がら取り組む「宇部方式」によって解決してきた。こうしたこれまでの取り組み基盤に支えられな
がら豊かな自然・生活環境を次世代に引き継ぐため小野湖周辺を計画区域とした生物多様性
地域連携保全活動計画の策定に取り組んでいる。
１）計画の目的、方向性と内容
　生物多様性の保全意識を浸透させるために、計画策定の過程も環境学習の教材と捉えて、
市民への啓発を図ろうとしている。計画策定協議会の委員は産官学民の分野からなっており、
かつての公害克服のシステムである「宇部方式」を生物多様性保全に応用した形をとってい
る。計画の方向性と内容については次のことを掲げている。①里山から恩恵を受けているとい
う意識の醸成、②都市部に住む人との交流促進、地域活動への参加促進、③子ども達への環
境学習の推進 、④①～③により担い手を育成し、里山の再生を目指す
　また「自然保護」、「自然共生」、「交流協働」、「環境学習」の４つを「目標」にしており、特に市
北部小野湖周辺における共生・協働・交流と学習といった内容に力を入れている。①自然保
護：野生動植物やその生息地・生育地を保全・管理する、②自然共生：里地里山の維持・再生
に取り組む、③交流協働：都市部に住む人との交流や、地域活動への参加を促進、④環境学
習：環境教育・学習、地域文化の継承を推進
２）実行に向けての活動（写真１・２）
　計画策定段階から、市民への普及啓発を行うため、保全活動の拠点となる市施設「アクトビ
レッジおの」を中心に下記のイベント等に取り組んでいる。
①「生物多様性シンポジウム～親と子の生物多様性シンポジウム」の開催
　昆虫講演や野鳥や昆虫のプレ調査、間伐材を使った工作を企画。親子参加が多くみられ、地
元の協力や交流、生き物への関心を高めるイベントとなった。
②植物と野鳥観察会の実施
　地元の取り組み団体と連携しながら、植物観察のための市民ハイキングや野鳥観察のため
のオシドリ探訪を実施。当日の地元の文化祭などにも参加するなど保全対象となっている地域
と外部者の交流も深めることができた

手法・技術的視点

１）産官学民による計画策定
　計画策定の協議会には産官学民の各主体から委員に就任。それぞれの立場から
の意見を集約することで、連携・協働を促進させる計画作りに役立てている。また、計
画実行段階において、それぞれの活動分野が組み合わされて活動できる内容を備え
ている点で着目される。

２）計画策定段階からの普及啓発活動の実施
　計画策定の段階から一般市民や計画対象地域の住民への普及啓発活動を実施し
ている。特に地元住民の取り組みに寄り添ったイベントの開催は効果的であると考え
られ、植物や野鳥観察、間伐材工作など一般市民にも親しみやすい素材を取り入れ
て、活動の活性化を促している点で注目される。
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参考資料 平成24年度里なび研修会パワーポイント資料（宇部市）

写真１  
宇部市生物多様性シンポジウム 

写真２  
植物・野鳥観察会とタイアップし交

流が深まった地元のイベント 
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